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第 2 章では， EP とグルコース脱水素酵素と NADを連結した人工酵素の合成について述べ，この系
がグルコース酸化酵素として機能していることを指摘している。さらに，人工活性基と天然酵素部位の
反応が一つの分子上で共役していることによる速度増幅効果を明らかにしている。





























5) E P と乳酸脱水素酵素と NADを連結した人工酵素を合成し，この系が乳酸酵化酵素として機能し
ていることを示している。
6) 上記の人工酵素の活性には人工活性基と天然、活性基の分子内共役反応の中間体である NADの状態
が重要であることを明らかにしている。
7) 上記の人工酵素の解析で示された反応増幅効果について定式化を行い一般的性質を解析し，人工
酵素設計に於て基礎となる方法論を提案しているO
以上のように，本論文は，新しい機能の人工酵素を合成し，その反応速度論的基礎を詳細に解析した
結果，その設計に役立つ多くの新知見を得ており，酸素工学上貢献するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認めるO
